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9 時 30 分から 15 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・餅つき、豆まき、夏祭り、マルシェ

家族支援
・自宅でのお子さんの現在の興味や遊びの様子、また家族が気になっている点
をお聞きしています。支援の中で行動パターンを変えられる方法を探り、ご家
族へ共有しています。必要に応じて面談する時間を設けます。

移行支援
・必要に応じて保育園等を訪問、子どもとの関わりや環境設定など具体
的にポイントを説明している。

地域支援・地域連携
・卒業時は進学先宛に移行支援シートを用いて、本人の５領域の状態や特性等
を共有しています。

職員の質の向上
・支援後は毎回スタッフ同士で振り返りを行い、次の支援に繋げていき
ます。
・定期的な勉強会を行っています。

支　援　内　容

・利用開始時の子どもたちの気分や心身の把握し、遊びを通して最大限に発散できるように取り組んでいます。
・生活リズムの一環として、時計を使い遊びの時間や片付け、終わりの時間を視覚的に理解できるように設定しています。

・感覚統合療法を中心に遊びを実施しています。子供たちの前庭覚、固有覚、触覚、視覚、聴覚の五感に働きかける遊びを展開し、発達の根っこに関わる姿勢や筋力調整、運動コントロ
ールなどの成長を促します。

本
人
支
援

・遊び道具は大小や素材の異なる物など、さまざまな道具を使い、自分たちで遊びを選択できるように支援しています。
・新しいことへ挑戦することを促すため、本人のチャレンジを支援し、その行動の過程や結果を称賛します。

・はじまりの会やおわりの会を通して、自分の考えや気持ちを伝えていきます。
・個別または小集団の中で、その子の特性に合わせた読み書きを実施し、絵カードを用いながらコミュニケーション方法の選択肢が増えるよう支援しています。

・個別や小集団を通して、保護者以外の大人や友だちとの関わりの中で、自分らしい関係を築けるようにしていきます。一人遊びから平行遊びや連合的な遊び、ルールを一緒に作って、
それを守る協同遊びを通して、協調性を促していきます。（ごっこ遊び、鬼ごっこなど）
・高齢者との関わりやイベントを通して、保護者や同年代のお子さんと過ごす時間を作り社会的ルール（多目的トイレの使い方・道具の使い方など）を学ぶ機会を作ります。

支援方針
・子どもたち一人一人の特性に合わせた遊びを実施いたします。
・遊びを通して手段や環境をご家族と共に考える自己実現型リハビリテーションを実施いたします。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 理念「結ばれる心」

事業所名 リハケアガーデンネクスト 作成日支援プログラム


